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食の安全安心を保障する生産・加工・流通・小売の現状と課題 
―大豆とその加工品 豆腐を中心として― 

 
 わが国の食について、量の確保と安全性が脅かされている時代が到来している。さまざ

まな要因のなかで、経済性の追求による品質軽視の食品生産と流通、農業の衰退による外

国への食糧依存度の高まり、人口増加による需要の増大と農産品の非食糧利用による国際

的な食糧不足である。 
 特に大豆は重要な穀物でありながら、自給率は５％程度と極端に低く、輸入に頼らざる

を得ないのが現状である。遺伝子組み換えの安全性確認が明確に判断されていない現状で、

行政は国内農業振興策と並行し、大豆の国内自給率向上を推進している。 
 本研究は、大豆の農業生産から豆腐という製品製造までの各過程を調査した。調査を行

うなかで、それぞれの段階での取り組みや課題を抽出し、今後、個性ある豆腐店が、いき

いきとした事業活動を行い、国民に安全安心、かつ豊かで多様な消費生活を送り届ける方

策を検討した。 
 
 第１章では国内外の食糧事情について紹介し、食品に対する安全性の考え方を紹介した。

次に日本の食料自給率の低下について考察し、宮城県で期待される大豆についてテーマと

して取り上げた経緯を紹介し、世界的な大豆の需給状況と見通しについて触れた。 
 第２章では宮城県の大豆に関する施策と国産大豆の近年の生産動向について紹介し、宮

城県地域特産品認証事業と大豆に関する助成措置の内容と生産技術対策を紹介した。 
 第３章では豆腐業界の現状を調査し、大手豆腐製造事業者の調査内容と商品の安全性に

関する技術改善等を紹介し、課題と展望について考察した。同時に、小規模豆腐製造事業

者の活動に触れ、独自の製造や販売手法を採用し積極的に経営に取り組んでいる状況を紹

介した。 
 第４章では大豆栽培農家の生産状況について触れ、宮城県内の転作事業者である大豆生

産農家のヒアリング調査内容を紹介・考察した。生産者が大豆栽培を行うに至った経緯か

ら、こだわりをもった生産方法の紹介をし、農業についての課題と課題解決に向けた提案

を行った。 
 第５章では宮城県における大豆流通の実態について紹介し、大豆流通の担い手の役割や

ルールの変更や各流通事業者の特徴と課題について調査分析を行った。 
 第６章では、総括として、大豆に関する、農業生産の現状を再確認し、農業と製造業連

携のさまざまな取り組みを紹介し、農業や豆腐製造業の成長性の高い安定した経営推進に

ついて提案を行った。 
 補遺は最近の食品偽装問題の紹介と考察を行い、食の安全性をめぐる事件について資料

をまとめ、事件概要を時系列で把握確認するための資料とした。 
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